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佐々木大会会長が優勝旗を授与

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
援
す
る
「
２
０
２
５
専
修
大
学
カ
ッ
プ
　
神
奈
川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
」（
神
奈
川
県
野
球
連
盟
共
催
）
が
、
８
月
８
日
か
ら
15日

ま
で
県
内
の
４
球
場
で
開
催
さ
れ
た
。
各
地
区
の
代
表
54チ

ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
15日

に
大
和
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
、
戸
塚
ア
イ
ア
ン
ボ
ン
ド
ス
（
横
浜
市
戸
塚
区
）
が
サ

ン
ダ
ー
ス
Ｊ
Ｂ
Ｃ
（
相
模
原
市
）
に
11－

２
で
勝
利
し
、
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

　
第
19代

王
者
に
輝
い
た
戸
塚
ア
イ
ア
ン
ボ
ン
ド
ス
に
は
、
大
会
会
長
の
佐
々
木
重
人
学
長
か
ら
賞
状
・

優
勝
旗
・
優
勝
カ
ッ
プ
が
、
神
奈
川
県
野
球
連
盟
か
ら
賞
状
・
優
勝
盾
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
が
贈
ら
れ
た
。
３
位
の
久
本
ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
川
崎
市
高
津
区
）
と
富
岡
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
（
横
浜
市
金
沢
区
）
を
含
む
入
賞
チ
ー
ム
に
は
、
記
念
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

　
優
勝
チ
ー
ム
は
、
８
月
18日

に
ｔ
ｖ
ｋ
（
テ
レ
ビ
神
奈
川
）
の
「
猫
の
ひ
た
い
ほ
ど
ワ
イ
ド
」
に
出

演
。
ま
た
、
熱
戦
の
模
様
は
24日

、
同
局
で
特
別
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。

　
開
閉
会
式
の
司
会
は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
さ
く
ら
だ

モ
ン
ス
タ
ー
」
の
マ
サ
キ
さ
ん
（
平
16商

）
が
務
め
た
。

司会のマサキさん

準優勝のサンダースＪＢＣ

　
子どもたちが大学の学

びを体感するイベント

「大学を見に行こう！」

が７月3
1
日、生田キャン

パスで開催された。ネッ

トワーク情報学部の教育

プログラム「ラボ」の一

つであるＩＣＴ教育ラボ

（指導小田切健太准教

授）と川崎市の三田こど

も文化センターの共催。

小中学生約3
0
人が参加

し、大学生による研究や

活動に触れた。

　
ラボはネットワーク情

報学部の新しい学びと実

践の場で、学年横断で研

究に取り組む。今回のイ

ベントには、ＩＣＴ教育

ラボのほか、三つのラボ

と必修演習科目「プロジ

ェクト」が協力し、ロボッ

トプログラミング体験、

デジタル工作機器の見

学、無人コンビニでの買

い物、学生が制作したゲ

ームの体験が行われた。

　
石黒希海さん（３年

次）は「このイベントは、

子どもたちと学びを共有

する場。自分たちの成果

物に触ってもらい、楽し

んでいる姿を見ることが

できた」と感想を述べた。

　
小田切准教授は「ＩＣ

Ｔ教育ラボの初めてのイ

ベントを、多くの皆さん

のおかげで実現させるこ

とができ、素晴らしいも

のとなった。今後も親子

で参加できるイベントの

開催など、活動の幅を広

げていきたい」と話して

いる。

　
７月８日、法学部主催

の法教育プロジェクトが

神田キャンパスで開催さ

れた。

　
第二東京弁護士会と埼

玉弁護士会から４人の弁

護士を招き、「ジェンダ

ー」と「熊被害から考え

る自然との共存」の二つ

のテーマを取り上げた。

法学部の１〜４年次生1
6

人が、それぞれのテーマ

についてグループに分か

れ、弁護士とともに配付

資料をもとに社会課題に

ついて議論し、法案の作

成に取り組んだ。

　
ジェンダーについて話

し合った３年次

生は「普段のゼ

ミでここまで深

く議論すること

は多くない。今

回のグループワ

ークでは、問題

を一つ解決した

ら次の問題が出

てきて、それを

話し合いでクリ

アしていくのが

楽しかった」と

感想を述べた。

　
高校生を対象にしたイ

ベント「ＳＤＧｓカード

ゲーム〜大学生と一緒に

考えよう２０３０年の私

たちの地域〜」が８月４

日、サテライトキャンパ

スで行われた。高校生1
4

人と、付属高校と教育交

流提携校出身者で組織す

る学生団体「Ｈｉ・Ｙｏ・

Ｃｏの会」に所属する学

生が、ゲームや対話を通

じて、自分たちが主役と

なる未来の社会について

考えた。

　
今回のイベントでは、

損害保険ジャパン株式会

社のオリジナルコンテン

ツを使ったワークショッ

プを実施。専大生と高校

生がペアを組み、ゲーム

を楽しみながらＳＤＧｓ

の理解を深めた。

　
ゲーム終了後には、専

大生と高校生による座談

会の時間も設けられた。

和気あいあいとした雰囲

気のなか、授業やアルバ

イトなど大学生活につい

ての話題で盛り上がって

いた。

　
高校３年の男子生徒は

「ＳＤＧｓに関心があり、

参加した。ゲームの内容

と現実の社会が連動して

いて学びを深めることが

できた」と感想を述べた。

　
蝦名耕一さん（人間科

学２）は、「高校生と交流

しながらＳＤＧｓについ

て学べる貴重な機会とな

った。高校生の発想は非

常にポジティブで刺激を

受けた」と語った。
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